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図l 半導体ストレインゲージ応用伝送器シリーズ

計測･医療の分野では,ますます多様化,高度化する市場のニーズに適

した新しし､計測器が山現している｡これらは,革新的なセンサ技術とマイ

クロコンピュータ応用による制御,データ処理技術をベースに,高機能化,

高信頼化,簡易な操作性などを′吏現している｡

計測制御の分野では,省エネルギ【,省資源,高信頼化のニーズに対応

し,高精J空で長期安定性に優れた半導体ストレインゲージ応用伝送器のシ

リーズが完成し,適用分野をいっそう拡大した｡また,従来よりもはるか

に高精度の中′性子水分計が開発され,鉄鋼業その他での省エネルギ【に応

川が期待されている｡更に,計装システム関係では,システムの構築及び

種々の匝j面作成を,CRT上で会話形式で行なえるようにし,顧客によるプ

ログラム作成をも可能にするとともに,作成の高効率化及びメンテナンス

ノ性IFり_Lを実現した｡

屯十占窮徴鏡は,新しい電子線i原として6フッ化ホウ素による明るく長寿

命の電子線手原が実用段階に入った｡また,世界に先駆けて主要機棺ノ＼のマ

イクロコンピュータ導入を完了し,焦点(ナわせの自動化など簡易操作が■叶

能となった｡質竜分析計では,新しい試料イオン化技術として,SIMS法

を開発し､勺÷物系高分十物質への応用の道を広げた｡分光光度計では,世

界最高分解能のけい光光J空計,また多成分物質の組成分析の需要の増大に

対処して,小形･低価格の液体クロマトグラフを完成した｡

医ヲ寮機器の分野では,血液検査部門で小規模検査峯,緊急検査用の血ブ夜

白土軌分析装置が注目を浴び急速に普及したが,ニれも多波長光度計とマイ

クロコンピュータの融合技術により,少数検体でも効率の良い運転が可能

となったことによるものである｡病院のコンピュータシステム化の一環と

して,医事システム,医プ寮システムの普及も著しく,医メ寮システムの中で

も.分析機器の制御,デMタの迅速処王里を目的とした臨J末検査システムが

中核となっており,各検査峯の規模に応じたシステムをシリーズ化した｡

画像診断の柱としての,CT,Ⅹ線,核医学,超音波の各装置は,診断に供

される画像の精J空･信頼性向上のために,各装置での基本性能を高めると

ともに,応用技術の開発と実用化が進められた｡全身を対象とするCTは基

本性能を充実させ,用途別のシリーズ化を行なった｡また,CT画像の応用

分野では癌の放射線治療に不可欠の線量分布計算方式が開発された｡頗撃員

部用CTは機能･操作性ともに充実した普及形が開発された｡核医学装置は,

心月蔵などの同時多層イメージが得られるRCTが高解像力と短時間L軸像構成

で製品化された｡超音波装置は,最も多く使用されているリニア電子走奄

形が,高分解能画像,腹部･産婦人科はもとよi)心臓,乳腺などへの検査

領土或の拡大,広用機能の発展によってi主目を集めている装置を開発した｡

Ⅹ線装置は,画條の高鮮鋭度化の要求に対応し,消化管診断を目的とした

3サイズのフイルムが使える高速カセソテレス機構をもつ拡大撮影も可能

にしたⅩ線テレビジョン透視撮影台が開発された｡
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半導体ストレインゲージ応用

イ云送器シリーズ

拡散形半ヰ体ストレイ ンゲーーンをセ

ンサとLた某上1三仁ミ送器シリーズが1こ成

した(図1)｡半ヰ休∫(差圧伝送器シり

-ズのうち,EDR-71形差J_一寸三fよ送器及

びEDR-71L什引1も差圧仁ミ送器は上既に昭

和55牛7Hに発売され,以来高い純度

と優れた安完三件により顧客かごブ好評を

得ている｡

今岨‾むに汗如flf仁二送器,隔暇置換器付

芹:｢王伝送箸旨,■軸内i寸■什形美住伝送器,絶

刈イモプJイ去送昔旨及び特殊1こオ印形差斥仁ミj去

器を開発し,顧茶の多様なニーーーズに対

応できるようになった.､

本シリーズ製ま占J-の半導体センサは,

シリコン単結l～ノーの中央部を滞く加+二し

てダイアフラムを形成し､その表耐層

にゲーーン抵抗をj‾ポニ牧形成Lたもので,

打現件,安定作に優れている｡また,

拡｢放から加工,組立圭で【∴1什JL場で一

‾技生耗しているため,高品質の製品が

安左三して得られる｡

れ一r同日寺透過形中性子水分計の

開発

製鉄所の高舟i操業では,省エネルギ

ー,省資i塘の目的から,コークス比削

ぎ域とリラ了熱管理の強化を目指しており,

そグ〕ためコークス水分の計i則柿度向卜

か重要課題として取り上げられている｡

しかし,従来の小作‾r一散礼法を利用し

＼

/
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かさ密度補正
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線濾減衰補正

自 動 校 正

項 目 新 形 従 来 形

測定方式 ′∫-/同時透過計
中性子散乱形

線 源 252Cf 50｢¶Cl 241Am一日e500mCl

ヰ奏 出 器 ′′-γ同時検出器
熱中性子検出器

精 度 二05wt%(3汀) ナ2.4wt%(3け)

低水分測定 可 1＼Vt%以下は測定不可

密度補正 /線で同期補正 な L

測定有効量 全量(20nlニリ 局部(0.2mこぅ)

図2 新形の原理,構成及び従来形との比重交

図3 超音波式ドップラー)充量計

た水分計では,測定煉理の点かごっ桁†空

のIrり卜がt習♂〕ないため,高速中性了一と

r線を同時通過･同時検山する新しい

悦理に甚づくL中性了一水分計を開発Lた｡

オンライ ン試験で±0.5wt%と従来プ了

i(の約5偶の高精度を実証Lた｡二の

結果,コークス比を低音成でき,かつぱ

らつきi成少分だけコークス比のねらい

値も′トさくできる効果が発生する(原理

構成及び従来形との比較を図2にホす)｡

なおこの開発は,日本一京子力研究一昨

及び新日本‾製う哉株J℃会社と共同研究で

行なった｡

超音波三充量計シリーズの完成

超苦i度‡売品二計のシり-ズがいっそう

充実した｡日東製作所の超音波流星計

は,既にFUR-A形超音波流量計,FUR-

B形,C形開水路流量計を製品化し,

上下水道や農業の分野で多用されてい

るが,今回新たにドップラ【i充量計を

開発した(図3)｡

超音波式ドップラ】流設計は,i充体

中に含まれる音波の散乱体に向けて超

音波を照射した場合に生ずるド､ソプラ

ー効果を利用して流量を計測する｡高

濁度丁充体の流量測定に威力を発揮し,

図4(a)H-800形高性能総合分析電子顕与傲鏡

図4(b)S-800形電界放射形走査電子顕微鏡

水

分

従来よりも一桁高い重二≡言渡度の子兎休ま

で測二右か可能となった(当社比)り 流品

検出器は,i削岩郎と′受信部を一体化し

て取り付け誤弄を改善するとともに,

既設配管にも容易に装着できる構造に

している(〕

トソナラーー流昌呈二計のシリーズ'加入に

よって,従来機椎では用途か限られて

いた下水,産業排水,プロセス流.体な

どのi允量計測分野で,よりJ去範な需要

に対応できるようになった｡

高･性能電子顕微鏡の開発

高件能電子顕微鏡として,200kV透

過形電子顕微鏡及び電界方舶寸形走奄電

イ･罪責微綻の2機椎を1司時に製一打-化した｡

両方とも像観察だけでなく､試料の元

素分析機能を帖えている｡また,マイ

クロコンピュータのP+蔵により,操作

件,機能の而で大幅な向上を実現して

いる｡

(1)H-800形200kV高′l･勺請臣総合分析電

子顕徴集克〔図4(a)〕

H-800形は,高分解能の透過電子條

観察のほかに,試料の表面構造観察や,

試料に含まれる元素を分析(リチウムか

らウランまで)することができる付属装

置もある｡H-800形は,このように物質

の形態観察から元素分析までの諸操作

条件を瞬時に満足させるように,マイ

クロコンピュータ制御によりワンタッ

チで切換えを可能とした｡マイクロコ

ンピュータと5段結條レンズ系の採用

は,従来不可台巨であった像の無回転を

実現し,像観察をいっそう容易にした｡

鏡体は電子線通路だけを真空排気する

高真空構造とし(到達真空度1.5×10‾5

Pa),アウトガスによる試料汚主兵をな

く した｡

(2)S-800形電界放射作手心ゼた電了一顕微

鈍〔図4(b)〕

S-800形は,物体表面の形態観察,

ノ亡素分析を行なう装置で､高輝度･良

ノ､i命の電界放射形1電子銃をもち,2nm

の超高分解能の保証と,人形試料(径50

mmx高さ20mm)の観察を可能にした装置

である｡て別御系にはマイクロコンビュ

【タを採用し,全日動電界放射形電子

銃の操作,レンズ系の最適値制御,自

動托点合せ,電子レンズの収差補正,

倍率など各種データの自動衷ホ･記録

装置など,数多くの新機能を織り込み,

性能と操作性の向+二は従来の装置を大

幅に上L司っている｡
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図6 臨床検査システムHルAS▼30

850形分光けい光光度計完成

850形分うとけい光光度計は,分うとけい

光光度計として初めて,高感度,高分解及

び低迷光の三つを同時に成立させた(図

5).｡この結果,生化学での盲比濁溶液

試料,希土類などの輝線スペクトルを

もつ固体試料,極微弱けい光しか発し

ない各種の試料も分析可能となり,け

し､光分析の分野が拡大した｡光学的に

は,大口径無収差凹面回折格子を前置

分光器に用いた,光量ロスの少ないダブ

ルモノクロメータを採用している点が特

長である｡内蔵コンピュータは,各種

のデータ処理及び定量i寅算を可能にし,

優れた分析精度を保証する｡操作部の

CRTは,通常は測定条件を表示してい

るが,データ処理などの複雑な操作で

は操作法を表示する｡このため,高性

能機にあI)がちな操作の煩雑さはほと

んど存在しない｡

医 療
臨床験査システム"HlJAS”

新シリーズの開発

病院及び臨J末検査センターで使用さ

れる臨ノ末検査システムは,自動分析装

置の普及とともに,急激に導入されつ

つある｡臨床検査システム"HILAS''で

は数多くの納入実績をもとに,システ

ムの見直しを行ない,HILAS-10～50

の新シリーズを開発した｡

本システムのハードウェアは,ビル

70
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図7 105形臨床検査用分光光度計システム

ディングブロック方式を採用し,また

ソフトウェアは各シリーズ共通とした

ため必要なハードウェア･ソフトウェ

アを追加することにより,容易にシス

テムの拡張が可能となった｡従来,顧

客側で変更の多かった部分を会話形式

で変更可能(オンライン接続,自動分析

装置の測定項目,各種帳票フォーマッ

ト,演算式,各種テーブルなど)とし,

柔軟性のあるシステムとなっている｡

また,モデム経由上位システムとの接

続が可能となっている｡図6にHILAS-

30を示す｡

105形臨床検査用分光光度計

システムの完成

本システムは,サンプルシソパ

CRT,70リンタ及びテ【タ処理部を内

蔵した分光光度計と,血‡舌及び2種類

までの試薬を分注,反応させる自動分

析ユニットから構成されている(図7)｡

分光光度計は単体で,マニュアル分

析計として使用できる｡最大21項目の

分析パラメータを記憶でき,操作は

CRT表示との対話により簡単に行なえ

る｡また,自動分析ユニットを接続す

ると,60～120検体/時の分析速度をも

つシングルチャネル自動分析計となる｡

検体数の少ない施設のルーチン用及び

大形自動分析装置のバックアップ用と

して最適である｡

分析パラメータの入力範囲は非常に

広く,多くの試薬及び分析法をカバー

することができる｡

コンピュータ処理X線断層掘:影

装置のシリーズイヒ

コンピュータ処理Ⅹ線断層撮影装置

は,身体各部の診断に不可欠の装置に

な-)つつある｡このような背景をもと

に,診断の多様化に対応した全身用装

置のシリーズ化,及び普及形頭頸部用

装置(図8)を開発した｡全身用装置で

は,高性能Ⅹ線検出器,高速演算装置,

大容量Ⅹ線管装置及び豊富なソフトウ

エアにより,用途に応じて普及形から

高級形への構成ができ,臓器の機能検

査を行なうためのダイナミックスキャ

ン機能を開発した｡

また,頭頸部用装置は,20チャネル

の半導体Ⅹ線検出器の採用により,Ⅹ

線の利用効率が向上し75秒の走査時間

で優れた画質が得られるとともに,操

作性に優れたがントリー前面の操作パ

ネルの採用,従来の装置重量の約半分

への軽量化など,普及形装置としての

特長をもっている｡

RCTシンチレーションカメラ

の開発

臨床核医学でRI(Radioisotope)のト

レーサ技術や代謝指向のイメージング

装置として応用されているシンチレー

ションカメラに,断層イメージング機

能をブラスしたRCT(Radio-nuClide

Computed Tomograplly)シンチレーシ

ョンカメラを開発した｡本装置(図9)
は,被写体に対してシンチレーション
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図10 リニア電子走査形超書三度断層装置

"EUB-25M''

カメラの検出器を回転させる方式を

とり､通常のSingle Photon Emitter

(991ⅥTcなど)を対象にして,同時多断層

イメージが得られる｡更に,本装j葺は

次の主な特徴をもっている｡

(1)高解像力(外径10mm cold spot)の

断層像を短時間(23秒/スライス)で再構

成できる｡

(2)標準のシンチレーションカメラシ

ステムに,検出器回転J召ガントリーと

データ処理ソフトウェアを付加するこ

とで実現できる｡

リニア電子走査形超音鯛娃置

の完成

本装置は,腹部用,産婦人科用に用

いられているリニア電子走査形超音波

断層装置の性能,機能の向上を図った

装置である(図川)｡Mモード検査機能
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図12 線量分布計算結果の出力例(等線量曲線)

辞

図Il チャネル3サイズカセッテレス透視撮

影台"TRD-210''

の追加のほか,3.5MHz(標準),5MHz,

5MHz長尺の各探触子との接続を可能

にし,診断領J或の拡大とともに診断能力

の向上を図った｡また,多段フォーカ

ス回路を採用し,桟部から深部まで高

分解能の画條を得ることができ,更に

ディ ジタルスキャンコンバータを改良

し,面積,弁速度などグ)計算を可能に

した｡

2チャネノレ3サイズカセッテレス

透視撮影台"TRD-210”の完成

この装置は,消化管診断を主目的と

するアンダテーブルチューブ方式の2

チャネル3サイズカセソテレスⅩTV式

透視撮影台である(図Il)｡主な亡障長は

下記のとおりである｡

(1)被検者とフイルム間距馳を極力短

縮しており,低拡大率の鮮鋭度の高し-

画像が得られる｡

(2)拡大撮影機構を備えており,小焦

点Ⅹ線管と組み合わせて最大3倍の拡

大撮影が行なえる｡

(3)梼描き吉β位に最適なフイルムサイズ

(四つ切判,大陸判,大角判の3サイズ)

が選択でき,かつフイルム入替時間が

短く迅速な撮影診断が可能である｡

(4)透視台の起倒動などはソフトスタ

ート･ソフトストップ方式を手采用し,
被検者の不安感を和らげている｡

放射線治療用線量分布計算方式

の開発

CT(Computerized Tomography)画

像の応用分野として,放射線汗i療の計

画立案用線量分布計算がi主目されてお

り,今回,CT画像を直]妾活用する線

量分布計算方式を開発した｡

従来の計算方式は,濃度分解能の悪

いⅩ線横断撮影画イ象の利用を前提とし

ていたのに対し,本方式ではCT画イ象

の画素単位での補正を行ない,骨や恥

の人手による抽出を不要とすることに

より精度と操作性の向上を図ったもの

である｡この中で特記すべきは,特定

方向からだけの照射に比べて,大幅に

計算時間のかかる連続運動照射の線量

分布計算のための高速計算方式の開発

であり,従来方法に比べ計算時間を約

去(CT装置上で4分を20秒)に短縮した｡

頭部に対する直交2門照射時の線量

分布計算結果(等線量曲線)を図t2に

示す｡
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